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スリヴェン肺病専門病院、 

プロブディフ市アレコ・コンスタンチノフ小学校、キュステンディル市

のプロジェクトに草の根無償資金を供与：贈与契約署名式の開催 

  

今般、日本政府はスリヴェン肺病専門病院の内装改修プ

ロジェクト（供与限度額３６，７２２ユーロ）、プロブ

ディフ市アレコ・コンスタンチノフ小学校の衛生施設改

修プロジェクト（供与限度額４８，５８０ユーロ）、キ

ュステンディル市の孤児院改修プロジェクト（供与限度

額４０，４８７ユーロ）に草の根・人間の安全保障無償

資金を供与することを決定し、１２月１８日、大使公邸

にて、竹田大使が、各々ディミトロヴァ医院長、ブコヴ

ィッチ＝アレクサンドロヴァ校長、パウノフ市長と共に贈与契約書に署名しました。  

 プロジェクトを通じ、スリヴェン肺病専門病院においては、安全且つ清潔な医療

サービス環境が整備されることが大いに期待されており、アレコ・コンスタンチノ

フ小学校においては、明年の同校開学１００周年の記念すべき年に清潔な教育環境

が整備されることになります。また、キュステンディル市ヒサルラカ孤児院におい

ても、親の愛情に与れない孤児達が快適な環境で立派に成長していくことが大いに

期待されます。  

署名式で、竹田大使は、各プロジェクトの完工予定の２００９年が日本・ブルガリ

ア外交関係再開５０周年の節目の年であることに言及し、これらのプロジェクトの

実現が「両国の絆がより強固なものへと発展していくものと確信しております」と

挨拶しました。  

なお、以上の３件を含め、日本政府は、草の根・人間の安全保障無償資金協力を通

じ、ブルガリアに対して、これまで計６８件、約３億１，４２０万円（約２５０万

ユーロ）を供与してきています。  

 


